
牧港補給地区 跡地利用基本計画基礎調査（平成 18 年 3月） 

－61－ 

第２章. 対象地分析 

本章では、調査対象地区である牧港補給地区の内部環境について調査・分析する。 

11..  地地区区のの変変遷遷  
軍用地として接収されてきた本地区の変遷をたどりながら、その過程で何が形成されてきたの

かを分析する。 

1－1. 字の構成 

本地区は、字牧港、字港川、字城間、字屋富祖、字宮城、字仲西、字小湾、字勢理客の 8 字から構

成される。 

   図．字界図 
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牧 港

資料：浦添市新旧町名一覧図
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1－2. 戦前の状況 

戦前の浦添市は、丘陵傾斜部に山林・原野が張り付き、芋畑とサトウキビ畑が集落と集落の間にゆ

ったりと広がる純農村で、県内有数の農業地帯だった。 

本地区には、城間、仲西、小湾にそれぞれ部落があった。 

 

   図．字界図 
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資料：沖縄県公文書館（大正時代の地形図）

城間部落

小湾部落 

仲西部落



牧港補給地区 跡地利用基本計画基礎調査（平成 18 年 3月） 

－63－ 

 

1－3. 地籍及び海没地 

本地区の地籍は、位置境界明確化法により地籍確定している。また、字城間の海岸の一部には、海

没地が見られる。 

図．地籍図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．位置境界明確化法に基づく認証図 
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城間部落 

仲西部落

小湾部落 

資料：浦添市 

認認証証年年月月日日  

昭昭和和 5555 年年 33 月月 3311 日日

認認証証年年月月日日  

昭昭和和 5555 年年 44 月月 11 日日

認認証証年年月月日日  

昭昭和和 6633 年年 1122 月月 1155 日日  

認認証証年年  

平平成成 1177 年年  

海 没 地

資料：那覇防衛施設局 
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1－4. 周辺市街地への影響 

牧港補給地区の基地建設に伴い、基地の周辺である市の西側を中心に商業地、住宅地が形成された。

しかし、これらは急速な市街化とともに形成されたため、その多くは低水準かつ高密度な市街地が形

成されることとなった。その後、モータリゼーションと幹線道路整備の進展により市の東側へと市街

地の拡散が進んだ。 

以上より、牧港補給地区の存在が浦添市の都市構造形成に大きな影響を与えていることが分かる。 

 

図．ＤＩＤ変遷図 
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資料：那覇広域都市計画区域都市計画基礎調査（分析）（平成 14 年 3月 沖縄県）
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また、戦前にあった部落のうち、小湾については、部落全体が米軍に接収されていたため、旧居住

地へ移動できず、村（当時：浦添村）当局からの農耕割当地であった宮城クモト原への移動を余儀な

くされた。城間は、元の住宅地が米軍用地として接収されていたため、農耕地に新しく部落を建設し

ていった。 

 

図．部落移動箇所図 
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城間部落 

小湾部落 
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1－5. 牧港補給地区の概要 

現在使用されている牧港補給地区の概要を整理する。 

 

ＦＡＣ６０５６   牧港補給地区  (Ｍａkiminato Service Area) 

◇ 施設の概要 

(ｱ) 所在地：浦添市（牧港、溝川、城間、屋富祖、宮城、仲西、小湾、勢理容） 

(ｲ) 面 積：2,750 千㎡（国有地 268、県有地 0、市有地 4、私有地 2,477） 

(ｳ) 地主数：2,089 人 

(ｴ) 年間賃借料：42 億 0,800 万円 

(ｵ) 主要建物及び工作物 

建 物：司令部事務所、事務所、宿舎、郵便局、消防署、劇場、倉庫、クラブ、住宅、学校 

工作物：照明設備、駐車場、保安柵、その他 

(ｶ) 基地従業員：1,139 人 

◇ 米軍部隊名 

(ｱ) 管理部隊名：在沖米海兵隊基地司令部 

(ｲ) 使用部隊名：第 3 海兵遠征軍第 3 部隊役務支援群司令部、同司令部役務大隊、同第 3 整備大隊、その他 

◇ 沿革 

年 月 日 事   項 

昭和 20 年 軍事占領の継続として使用 

昭和 23 年  2,650,000 ㎡を接収 

昭和 47 年 5月 15 日 施設内にあった米国民政府を廃止、提供施設となる 

昭和 49 年 1月 30 日 

 

第 15 回日米安全保障協議委員会で一部の無条件返還(12,000 ㎡)及び移設条

件付返還(110,000 ㎡)を合意 

昭和 49 年 6 月 6 月 第 7 心理作戦部隊解散 

昭和 49 年 9月 30 日 18,000 ㎡を返還 

昭和 50 年 6月 16 日 沖縄駐留米陸軍司令部がキャンプ瑞慶覧から移転 

昭和 52 年 3月 31 日 16,000 ㎡を返還 

昭和 53 年 10 月 昭和 53 年 10 月、施設管理が陸軍から海兵隊に移ったのに伴いキャンプ瑞慶

覧から第 3 海兵役務支援群本部大隊、第 3 補給大隊、第 3 整備大隊が移転 

昭和 58 年 9月 27 日 宿舎等として建物 13,000 ㎡と工作物(囲障等)を追加提供 

昭和 60 年 9 月 8 日 厚生施設として建物 30 ㎡と工作物(舗床等)を追加提供 

昭和 60 年 9月 10 日 診療所として建物 1,700 ㎡と工作物(舗床等)を追加提供 

平成元年 3 月 31 日 土地約 270 ㎡と水域 57,000 ㎡(南側部分)を返還 

平成 4 年 5 月 14 日 土地約 60 ㎡を返還 

平成 5 年 9 月 24 日 隊舎等として建物 16,000 ㎡と工作物(門等)を追加提供 

平成 7 年 2 月 28 日 土地約 3,000 ㎡を返還 

平成 7 年 7 月 4 日 厚生施設等として建物 9,000 ㎡と工作物(道路等)を追加提供 

平成 7 年 10 月 3 日 学校施設等として土地 670 ㎡と工作物(水道等)を追加提供 

平成 8 年 12 月 2 日 沖縄に関する特別行動委員会(SACO)の最終報告で、国道 58 号を拡幅するた

め、返還により影響を受ける施設が牧港補給地区の残余の部分に移設された後

に、同国道に隣接する土地(約 3ha)を返還することが合意された。また、浦添

埠頭地区(約 35ha)への移設と関連して、那覇港湾施設(約 57ha)の返還を加速

化するため最大限の努力を共同で継続することが併せて合意された。 

平成 9 年 5 月 14 日 土地約 40 ㎡を返還 

平成 9 年 6 月 17 日 倉庫等として建物 15,000 ㎡と工作物(門等)を追加提供 

平成 12 年 4月 13 日 工場等として建物 4,300 ㎡を追加提供 
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1－6. 牧港補給地区の使用に関する事項 

使用条件や使用履歴に関する事項を整理する。（「浦添市と基地(平成 14 年 3 月)」より要約） 

 

◇ 使用主目的及び使用条件(5.15 メモより抜粋) 

○使用主目的 ： 宿舎、事務所及び後方支援施設 

○使用条件   ： 合衆国軍は、水域(配水管区域を含む)を継続的に使用する。 

上記のほか、本施設及び区域内の指定された出入路は、合衆国軍の活動を妨げないことを条件に、地元民の通

行が認められることが合意されている。 

◇ 施設の現状及び任務 

この施設は、浦添市の仲西から溝川に至って存在し、国道 58 号沿いから西側の海岸までの間を南北 3km、東

西 1km に及ぶスペースを占める広大な兵站補給整備基地であるが、復帰前、本県の最高統治機関だった米国民政

府(USCAR)もここにあった。 

現在、同施設には、第 3 遠征軍役務支援群の司令部をはじめ、G1(人事班)、G2(情報)、G3(整備補給等各種支

援)、G4(施設管理等)、G6(通信)の各事務所が置かれ、主として物資の貯蔵、一部管理等に当たっている。 

当該施設は、占領当初、米軍は海岸線一帯を物資の集積所として使用していたが、昭和 23 年頃、陸軍の兵站

補給部隊が配備されてから施設の整備拡張が相次ぎ、あらゆる軍需物資の貯蔵補給、修理等のための巨大な倉庫群、

工場群や兵舎等が建設された。 

昭和 43 年頃には、ベトナム等から修理のため持ち込まれた破損車両等の整備、物資の補給基地として機能が

活発化した。 

その後、昭和 49 年 6 月、第 7 心理作戦部隊の解散、昭和 50 年 6 月から 9 月にかけてキャンプ瑞慶覧から沖

縄駐留米陸軍司令部や輸送業務局等の陸軍部隊が移駐してきた.しかし、陸軍の後方支援業務の大幅整理縮小が行

われたため昭和 50 年頃から昭和 53 年にかけて閉鎖される倉庫や整備工場が相次ぎ、作業に従事する軍人、軍属

や日本人従業員も減少した。 

昭和 53 年 10 月、施設の管理が海兵隊に移管されてキャンプ瑞慶覧から第 3 海兵部隊役務支援群司令部役務

大隊、同第 3 補給大隊、同第 3 整備大隊が移駐して、海兵隊管理の兵站補給基地となっている。 

◇ 共同使用の状況 

(ｱ) 地位協定第 2条第 4項(a) 

共同使用者 使用目的 面積 使用開始年月日 

沖縄電力(株) 

 

 

電力施設用地 

地中線路及び開閉所用地配

電線敷設 

約 7,000 ㎡

230 ㎡ 

340 ㎡ 

昭 47. 5. 15 

昭 55. 11. 6 

昭 63. 6.  1 

沖縄県 水道及び下水道施設用地排

水路用地 

72 ㎡ 

272 ㎡ 

昭 59. 4.  5 

昭 60. 2. 21 

浦添市 下水道用地 

水道用地 

進入路 

上水道配水管 

下水道敷設 

下水道敷設 

道路用地 

40 ㎡ 

1,000 ㎡ 

約 9,000 ㎡

19 ㎡ 

約 1,000 ㎡

約 212 ㎡ 

約 5,000 ㎡

昭 50. 12. 20 

昭 55. 10.  9 

昭 61.  2.  6 

昭 61. 10.  1 

平  1. 10.  1 

平  3.  8.  1 

平  5.  4. 1 

日本電信電話(株 電話道路埋設 

道 路 

電話道路埋設 

340 ㎡ 

18 ㎡ 

481 ㎡ 

昭 55. 10. 23 

昭 59. 11. 29 

昭 61.  1. 23 

計  4 人 15 件 約 25,000

㎡ 

 

 

(ｲ) 地位協定第 2条第 4項(b)なし 
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◇ 施設周辺の状況 

沖縄に関する特別行動委員会(SACO)の最終報告で、国道の拡幅が予定されているが、国道の渋滞緩和のために

は、国道のバイパス機能として基地内道路を新設する必要がある。さらに、西海岸海岸開発計画推進のため、制限

水域の解除も必要とされている。 

なお、県卸売商業団地と勢理客の国道 58 号を結ぶ基地内の 57m を西海岸道路取付道路として共同使用するこ

とについては、平成 4 年 11 月の日米合同委員会で合意され、現在、開通されている。 

 

◇ 過去に発生した事故等 

同施設においては、昭和 48 年 4 月に廃油類の排出、昭和 50 年 1 月に薬物流失により沿岸一帯が広範囲にわ

たって汚染され、大きな被害をもたらした事故が発生しており、県、浦添市、米軍の話し合いにより、施設の改善

等が執られた。 

同施設には、軍事機能を確保するためのあらゆる物資が保管されており、特に危険物資の存在の有無について

は、以前から指摘されている。近年では、平成 8 年 2 月 3 日に、民間の建設作業員が同施設内の掘削作業中に、

目や鼻に刺激を受け気分が悪くなるという事故や、平成 9 年 11 月 13 日には同施設内で有毒ガス発生の危険性

のある火災が発生し、警察による避難広報が出るなど地域住民に不安を与えた。 
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1－7. 地形 

本地区の現在（＝米軍による地形改変が行われた後）の地形は、国道５８号側の倉庫群エリア一帯

は平坦地（標高２０～３０ｍ）である。また、海側の低地エリアも平坦地（標高０～１０ｍ）である

が、この２エリアの間は、傾斜地帯（標高１０～２０ｍ）となっており、米軍による地形改変もあま

り行われていないため、緑地帯として残存している部分が多い。 

 

図．地形図 
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資料：浦添市 

標高 10～20ｍ 

標高 10～20ｍ


